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研究紹介： 

本研究では、細胞を 1細胞ごとに細胞と同程度の大きさを有するマイクロチャン

バー内に隔離し、ナノメートルサイズの鋭い先端を有するナノワイヤを用いて細胞

膜を破砕した後も細胞内の分子ネットワークの流れ、すなわち酵素分子の機能（酵

素活性）が保たれるかどうかに焦点を当てます。対照実験として、モレキュラーク

ラウディング剤で再構成した疑似細胞内との比較検討を行い、細胞内の分子夾雑系

が細胞機能に与える生物学的意義の本質的理解を目指します。本研究は、理論・実

験の両面から推進する必要があるため、領域内外問わず共同研究を積極的に進めて

行きます。 
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